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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｍ×ｎチップからなる符号パターンがｍチップ単位に巡回シフトされてｎ種類のシンボ
ルに対する拡散符号として割り当てられ、送信データに対応する拡散符号の前にプリアン
ブルとして特定シンボルの拡散符号が連続して複数個付加された信号を復調するためのス
ペクトラム拡散信号の同期捕捉方法であって、
　前記特定シンボルの拡散符号を検出する検出処理と、
　前記検出処理で前記特定シンボルの拡散符号が検出されたタイミングに基づいて、次の
受信信号復調タイミングを設定するタイミング設定処理と、
　前記タイミング設定処理で設定された前記受信信号復調タイミングまたは補正された受
信信号復調タイミングで受信信号を復調する復調処理と、
　前記復調処理による復調データが前記特定シンボルに一致しているか否かを調べ、一致
している場合には同期捕捉が完了したと判定して受信処理に移行し、一致していない場合
には該復調データと該特定シンボルとの相違に応じて前記受信信号復調タイミングを補正
する補正処理とを、
　行うことを特徴とするスペクトラム拡散信号の同期捕捉方法。
【請求項２】
　ｍ×ｎチップからなる符号パターンがｍチップ単位に巡回シフトされてｎ種類のシンボ
ルに対する拡散符号として割り当てられ、送信データに対応する拡散符号の前にプリアン
ブルとして特定シンボルの拡散符号が連続して複数個付加された信号を復調するためのス
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ペクトラム拡散信号の同期捕捉回路であって、
　受信信号と前記ｎ種類の拡散符号との相関をとってそれぞれ相関値を出力するｎ個の相
関器を備えた相関器群と、
　前記符号パターンの周期でタイミング信号を生成して出力すると共に、補正信号または
検出信号が与えられたときには、該タイミング信号の生成タイミングを該補正信号または
該検出信号に合わせるタイミング生成部と、
　前記タイミング信号が与えられたときに、前記相関器群から出力されるｎ個の相関値の
中で最大でかつ所定の閾値を越えているものを判定し、該当するシンボルを復調データと
して出力する復調部と、
　同期捕捉期間中に前記特定シンボルの拡散符号を検出して前記検出信号を出力するプリ
アンブル検出部と、
　同期捕捉期間中に前記復調部から出力された前記復調データが前記特定シンボルに一致
しているか否かを調べ、一致している場合には同期捕捉が完了したと判定して受信処理に
移行し、一致していない場合には該復調データと該特定シンボルとの相違に応じて前記補
正信号を出力するタイミング補正部とを、
　備えたことを特徴とするスペクトラム拡散信号の同期捕捉回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、直接拡散方式のスペクトラム拡散信号の同期捕捉方法と回路に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　図２は、直接拡散方式のスペクトラム拡散通信で使用される拡散符号の一例を示す図で
ある。
【０００３】
　この拡散符号は、２．４ＧＨｚのＩＳＭ(Industrial Scientific Medical）帯を使う近
距離無線通信であるＺｉｇＢｅｅ（ジグビー）の物理層として、ＩＥＥＥ８０２．１５．
４規格で定義された巡回シフト型のもので、４×８（＝３２）チップの擬似ランダムパタ
ーンで構成されている。ここで、１チップは“０”または“１”の符号に対応するもので
、ビット（ｂｉｔ）と同様の意味で用いられる。この３２チップの擬似ランダムパターン
の開始位置を４チップ単位で巡回シフトさせることにより８種類の拡散符号が得られ、各
拡散符号に０から７までのシンボルが割り当てられている。例えば、図２に示すように、
“１１０１”で始まって“１１１０”で終わる拡散符号には、シンボル０が割り当てられ
ている。また、“１００１”で始まって“１１０１”で終わる拡散符号には、シンボル７
が割り当てられている。
【０００４】
　図３は、従来のスペクトラム拡散信号の同期捕捉回路の構成図である。
　この同期捕捉回路は、無線受信機の検波回路から与えられる入力信号ＩＮからクロック
信号ＣＬＫを抽出するクロック抽出部１と、このクロック信号ＣＬＫのタイミングに従っ
て入力信号ＩＮを“０”，“１”のディジタル信号に変換する極性判定部２を有している
。極性判定部２から出力される受信符号列は、８種類の拡散符号に対応して設けられた８
個の相関器３０，３１，…，３７に、共通に与えられるようになっている。
【０００５】
　相関器３０～３７は、クロック信号ＣＬＫに従って受信符号列と各シンボルに対応した
拡散符号との相関を取り、相関値ＣＯＲ０～ＣＯＲ７を出力するものである。相関値ＣＯ
Ｒ０～ＣＯＲ７は、復調部４に与えられるようになっている。
【０００６】
　復調部４は、タイミング信号ＴＩＭが与えられたときに、相関値が一番大きく、かつ所
定の閾値を越えている相関器３ｉを選択し、その相関器３ｉに対応するシンボルを復調デ



(3) JP 4315886 B2 2009.8.19

10

20

30

40

50

ータＯＵＴとして出力するものである。
【０００７】
　この同期捕捉回路は、受信同期を取るために、プリアンブル検出部５とセットリセット
型のフリップフロップ（以下、「ＦＦ」という）６を有している。プリアンブルは、受信
側で同期を取るために、実際の送信データの前に特定のパターンを付加して送信するもの
である。ここでは、プリアンブルとして、シンボル０の拡散符号を４回連続して送信する
ようになっている。
【０００８】
　プリアンプル検出部５には、相関器３０から出力される相関値ＣＯＲ０が与えられるよ
うになっており、この相関値ＣＯＲ０が特定の閾値を越えたときに、検出信号ＤＥＴを出
力するものである。検出信号ＤＥＴは、２入力の論理積ゲート（以下、「ＡＮＤ」という
）７に与えられている。
【０００９】
　ＦＦ６のセット端子Ｓには、受信開始を指定するための受信開始信号ＳＴが与えられ、
このＦＦ６の出力側はＡＮＤ７の入力側に接続されている。ＡＮＤ７から出力される信号
Ｓ７は、ＦＦ６のリセット端子Ｒに与えられると共に、タイミング生成部８に与えられる
ようになっている。
【００１０】
　タイミング生成部８は、クロック信号ＣＬＫをカウントして、１シンボルの間隔である
３２クロック毎に、１クロック幅のタイミング信号ＴＩＭを出力するものである。タイミ
ング生成部８は、信号Ｓ７が与えられたときには、カウントの開始タイミングをこの信号
Ｓ７に合わせるようになっている。
【００１１】
　次に動作を説明する。
　受信開始信号ＳＴが与えられると、ＦＦ６がセットされてＡＮＤ７のゲートが開かれる
。一方、入力信号ＩＮは、クロック抽出部１と極性判定部２に与えられる。クロック抽出
部１によって、入力信号ＩＮからクロック信号ＣＬＫが抽出され、極性判定部２、相関器
３０～３７、タイミング生成部８等に供給される。
【００１２】
　入力信号ＩＮは、極性判定部２でディジタルの受信符号列に変換され、８個の相関器３

０～３７に与えられる。各相関器３０～３７から出力される相関値ＣＯＲ０～ＣＯＲ７は
復調部４に与えられ、相関値ＣＯＲ０は、更に、プリアンブル検出部５に与えられる。
【００１３】
　プリアンブル検出部５では、相関器３０の出力信号、即ち受信符号列とプリアンブル信
号であるシンボル０の拡散符号との相関値ＣＯＲ０が監視され、この相関値ＣＯＲ０が特
定の閾値を越えると、検出信号ＤＥＴが出力される。検出信号ＤＥＴはＡＮＤ７を通して
、信号Ｓ７としてタイミング生成部８に与えられる。これにより、タイミング生成部８か
ら、検出信号ＤＥＴを基準にして、３２クロック毎にタイミング信号ＴＩＭが生成され、
復調部４に与えられる。
【００１４】
　一方、ＡＮＤ７から出力された信号Ｓ７は、ＦＦ６のリセット端子Ｒに与えられるので
、このＦＦ６はリセットされ、ＡＮＤ７のゲートは閉じられる。これにより、タイミング
生成部８にその後の検出信号ＤＥＴは与えられず、このタイミング生成部８からは、最初
にプリアンブル検出部５で検出された検出信号ＤＥＴのタイミングに基づいて、周期的に
タイミング信号ＴＩＭが出力される。
【００１５】
　復調部４では、タイミング信号ＴＩＭが与えられたときに、相間値ＣＯＲ０～ＣＯＲ７
が一番大きく、かつ所定の閾値を越えている相関器３ｉを選択し、その相関器３ｉに対応
するシンボルを復調データＯＵＴとして出力する。もしも、相関値の最大値が所定の閾値
以下となった場合は受信誤りとなり、受信データは破棄されて再送要求等が行われ、改め
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て受信動作が開始される。
【００１６】
【特許文献１】特開平１－１３１３７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　しかしながら、前記同期捕捉回路では、雑音等によってプリアンブル信号であるシンボ
ル０の拡散符号に類似した入力信号ＩＮが与えられ、これがプリアンブル検出部５で、誤
ってプリアンブル信号として検出されると、その誤った検出信号ＤＥＴに基づいてタイミ
ング生成部８から周期的にタイミング信号ＴＩＭが出力される。
【００１８】
　この時、図２のような巡回シフト型の拡散符号を用いていると、本来のシンボルのタイ
ミングから外れていても、別のシンボルとしての相関値が大きくなるタイミングと一致し
てしまう可能性が高くなる。このため、実際には同期が外れているにも拘らず、復調部４
で１シンボル間隔毎にいずれかのシンボルを検出してしまい、恰も同期が保持されている
ように動作し続け、すべて誤った復調データＯＵＴを出力するという問題があった。
【００１９】
　この問題を解決するために、プリアンブル検出部５における閾値を、復調部４における
閾値よりも大きく設定し、雑音によるプリアンブルの誤検出を少なくして誤同期を防止す
る方法がある。
【００２０】
　しかしながら、この方法では、雑音によるプリアンブルの誤検出の確率を減らせる反面
、無線回線品質が悪い環境では、所望のプリアンブルを検出できる確率が低くなり、受信
感度が低下してしまうという問題があった。また、閾値を高くしても、その閾値を越える
ような相関の高い雑音が入力される可能性があり、完全に雑音による誤同期を防ぐことが
できなかった。
【００２１】
　本発明は、巡回シフト型の拡散符号を用いるスペクトラム拡散通信において、誤り無く
同期捕捉ができる同期捕捉方法と回路を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明の同期捕捉方法は、ｍ×ｎチップからなる符号パターンがｍチップ単位に巡回シ
フトされてｎ種類のシンボルに対する拡散符号として割り当てられ、送信データに対応す
る拡散符号の前にプリアンブルとして特定シンボルの拡散符号が連続して複数個付加され
た信号を復調するためのスペクトラム拡散信号の同期捕捉方法であって、前記特定シンボ
ルの拡散符号を検出する検出処理と、前記検出処理で前記特定シンボルの拡散符号が検出
されたタイミングに基づいて、次の受信信号復調タイミングを設定するタイミング設定処
理と、前記タイミング設定処理で設定された前記受信信号復調タイミングまたは補正され
た受信信号復調タイミングで受信信号を復調する復調処理と、前記復調処理による復調デ
ータが前記特定シンボルに一致しているか否かを調べ、一致している場合には同期捕捉が
完了したと判定して受信処理に移行し、一致していない場合には該復調データと該特定シ
ンボルとの相違に応じて前記受信信号復調タイミングを補正する補正処理とを行うことを
特徴としている。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明では、プリアンブルとして使用される特定シンボルの拡散符号が検出されたタイ
ミングに基づいて、次の受信信号復調タイミングを設定し、この受信信号復調タイミング
で受信信号を復調し、その復調データがプリアンブルのシンボルに一致しているか否かを
調べ、一致している場合には同期捕捉が完了したと判定し、一致していない場合には復調
データと特定シンボルとの相違に応じて受信信号復調タイミングを補正するようにしてい
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る。これにより、復調データがプリアンブルに一致するように受信信号復調タイミングが
補正されるので、誤りなく正しい同期捕捉を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　ｍ×ｎチップからなる符号パターンがｍチップ単位に巡回シフトされてｎ種類のシンボ
ルに対する拡散符号として割り当てられ、送信データに対応する拡散符号の前にプリアン
ブルとして特定シンボルの拡散符号が連続して複数個付加された信号を復調するためのス
ペクトラム拡散信号の同期捕捉回路を、受信信号とｎ種類の拡散符号との相関をとってそ
れぞれ相関値を出力するｎ個の相関器を備えた相関器群と、符号パターンの周期でタイミ
ング信号を生成して出力すると共に、補正信号や検出信号が与えられたときには、そのタ
イミング信号の生成タイミングを補正信号や検出信号に合わせるタイミング生成部と、タ
イミング信号が与えられたときに、相関器群から出力されるｎ個の相関値の中で最大でか
つ所定の閾値を越えているものを判定し、該当するシンボルを復調データとして出力する
復調部と、同期捕捉期間中に特定シンボルの拡散符号を検出して検出信号を出力するプリ
アンブル検出部と、同期捕捉期間中に復調部から出力された復調データが特定シンボルに
一致しているか否かを調べ、一致している場合には同期捕捉が完了したと判定して受信処
理に移行し、一致していない場合には復調データと特定シンボルとの相違に応じて補正信
号を出力するタイミング補正部とで構成する。
【００２５】
　この発明の前記並びにその他の目的と新規な特徴は、次の好ましい実施例の説明を添付
図面と照らし合わせて読むと、より完全に明らかになるであろう。但し、図面は、もっぱ
ら解説のためのものであって、この発明の範囲を限定するものではない。
【実施例１】
【００２６】
　図１は、本発明の実施例を示すスペクトラム拡散信号の同期捕捉回路の構成図であり、
図３中の要素と共通の要素には共通の符号が付されている。
【００２７】
　この同期捕捉回路は、図３と同様に、図２の拡散符号を用いる直接拡散方式のスペクト
ラム拡散通信で使用されるもので、無線受信機の検波回路から与えられる入力信号ＩＮか
らクロック信号ＣＬＫを抽出するクロック抽出部１と、このクロック信号ＣＬＫのタイミ
ングに従って入力信号ＩＮを“０”，“１”のディジタル信号に変換する極性判定部２を
有している。極性判定部２から出力されるディジタルの受信符号列は、８種類の拡散符号
に対応して設けられた８個の相関器３ｉ（ｉ＝０～７）に、共通に与えられるようになっ
ている。
【００２８】
　各相関器３ｉは、例えばマッチドフィルタ方式の場合、入力信号ＩＮをクロック信号Ｃ
ＬＫに従ってシフトして保持する３２段のシフトレジスタ、このシフトレジスタの各段の
データとシンボルｉの拡散符号の対応するチップとを比較する３２個の比較器、及びこれ
らの３２個の比較器の比較結果を加算して一致したチップの数を算出する加算器で構成さ
れている。そして、加算器の加算結果が相関値ＣＯＲｉとして出力され、復調部４に与え
られるようになっている。
【００２９】
　復調部４は、タイミング信号ＴＩＭが与えられたときに、相関値が一番大きく、かつ所
定の閾値を越えている相関器３ｉを選択し、その相関器３ｉに対応するシンボルｉを３ビ
ットの復調データＤＥＭとして出力するものである。即ち、シンボル０であれば、復調デ
ータＤＥＭの値は０となり、シンボル７であれば、復調データＤＥＭの値は７となる。
【００３０】
　また、プリアンブルとして使用されるシンボル０に対応する相関器３０の相関値ＣＯＲ
０は、プリアンブル検出部５に与えられるようになっている。プリアンプル検出部５は、
例えば比較器で構成され、相関値ＣＯＲ０と予め定められた閾値を比較し、この相関値Ｃ
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ＯＲ０が閾値を越えたときに、検出信号ＤＥＴを出力するものである。プリアンブル検出
部５の出力側は、２入力のＡＮＤ７に接続されている。
【００３１】
　更に、この同期捕捉回路は、セット端子Ｓに受信開始を指定するための受信開始信号Ｓ
Ｔが与えられるセットリセット型のＦＦ６，９を有している。ＦＦ６の出力側はＡＮＤ７
の入力側に接続され、このＡＮＤ７から出力される信号Ｓ７は、ＦＦ６のリセット端子Ｒ
に与えられると共に、２入力の論理和ゲート（以下、「ＯＲ」という）１０に与えられる
ようになっている。ＯＲ１０の出力側はタイミング生成部８に接続されている。
【００３２】
　タイミング生成部８は、クロック信号ＣＬＫをカウントして、１シンボルの間隔である
３２クロック毎に、１クロック幅のタイミング信号ＴＭを出力するものである。タイミン
グ生成部８は、ＯＲ１０から信号Ｓ１０が与えられたときには、カウントの開始タイミン
グをこの信号Ｓ１０に合わせるようになっている。タイミング信号ＴＭは、ＦＦ６の反転
出力端子／Ｑの信号と共にＡＮＤ１１に与えられ、このＡＮＤ１１からタイミング信号Ｔ
ＩＭが出力されて復調部４に与えられるようになっている。
【００３３】
　復調部４から出力される復調データＤＥＭは、タイミング補正部１２と出力ゲートであ
るＡＮＤ１３に与えられるようになっている。
【００３４】
　タイミング補正部１２は、同期捕捉期間中にタイミング信号ＴＩＭに従って復調部４か
ら出力された復調データＤＥＭの値に基づいて、タイミング補正用の信号Ｓ１２を出力す
るものである。復調データＤＥＭの値が０であれば、同期捕捉が正しく行われたと判定し
てタイミング補正のための信号Ｓ１２を出力せずに、捕捉完了信号ＣＡＰを出力する。も
しも復調データＤＥＭの値が０でなければ、タイミング補正部１２は、復調データＤＥＭ
の値ｉ（＝１～７）に応じたタイミングで、信号Ｓ１２を出力する。即ち、復調データＤ
ＥＭの値をｉとすると、タイミング信号ＴＩＭの（３２－４ｉ）クロック後に、信号Ｓ１
２が出力されるようになっている。
【００３５】
　信号Ｓ１２はＯＲ１０に与えられ、捕捉完了信号ＣＡＰはＦＦ９のリセット端子ＲとＡ
ＮＤ１３に与えられるようになっている。そして、ＡＮＤ１３から受信データＯＵＴが出
力されるようになっている。
【００３６】
　図４は、図１の動作を示す信号波形図である。以下、この図４を参照しつつ、図１の動
作を説明する。
【００３７】
　図４に示すように、入力信号ＩＮとして４つのシンボル０から構成されるプリアンブル
に続いて、シンボルデータ１，２，…が入力されるものとする。
【００３８】
　また、受信開始信号ＳＴによってＦＦ６，９がセットされ、これらのＦＦ６，９から出
力される信号Ｓ６，Ｓ９は共に“Ｈ”となる。信号Ｓ９は、同期捕捉期間中を示す信号と
して、タイミング補正部１２に与えられる。
【００３９】
　一方、入力信号ＩＮはクロック抽出部１に与えられてクロック信号ＣＬＫが抽出され、
極性判定部２、相関器３０～３７、ＦＦ６，９、タイミング生成部８、及びタイミング補
正部１２等に供給される。
【００４０】
　極性判定部２において、入力信号ＩＮはディジタルの受信符号列に変換され、８個の相
関器３０～３７に共通に与えられる。各相関器３０～３７では、クロック信号ＣＬＫに従
って順次入力される受信符号列と、対応する拡散符号との相関が取られ、クロック信号Ｃ
ＬＫに従って刻々変化する相関値ＣＯＲ０～ＣＯＲ７が出力される。なお、図４では、相
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関値ＣＯＲ０～ＣＯＲ７の個々の値ではなく、これらの相関値ＣＯＲ０～ＣＯＲ７がピー
クとなるタイミングのみを示している。
【００４１】
　ここで、１番目のプリアンブルのシンボル０が雑音等によって正常に受信できず、２番
目のプリアンブルのシンボル０の途中で、相関器３０の相関値ＣＯＲ０がピーク値を示し
、プリアンブル検出部５の閾値を越えて検出信号ＤＥＴが出力されたとする。
【００４２】
　これにより、ＡＮＤ７から出力される信号Ｓ７は“Ｈ”になり、ＯＲ１０から出力され
る信号Ｓ１０が“Ｈ”となる。これによって、タイミング生成部８におけるカウントの開
始が信号Ｓ１０、即ち検出信号ＤＥＴのタイミングに合わせられる。一方、信号Ｓ７は、
ＦＦ６のリセット端子Ｒに与えられるので、次のクロック信号ＣＬＫのタイミングでこの
ＦＦ６がリセットされ、信号Ｓ６，Ｓ７，Ｓ１０は“Ｌ”に戻る。
【００４３】
　検出信号ＤＥＴが出力されてから、３２クロック後に、タイミング生成部８からタイミ
ング信号ＴＭが出力され、ＡＮＤ１１を介してタイミング信号ＴＩＭが復調部４とタイミ
ング補正部１２に与えられる。
【００４４】
　復調部４では、タイミング信号ＴＩＭが与えられたときに、一番大きな相関値でかつ所
定の閾値を越えているものを判定し、その相関値に対応したシンボルの値を復調データＤ
ＥＭとして出力する。ここでは、復調データＤＥＭとして値３が出力されたとする。これ
は、相関器３３がピーク値を出力していることを意味する。
【００４５】
　ここで重要なことは、各相関器３０～３７がそれぞれ４チップずつ巡回シフトさせた同
じ拡散符号を用いて相関値を出力していることである。これにより、シンボル０の拡散符
号を連続して相関器３０～３７に同時に入力すると、４クロック毎に相関器３０～３７が
順次ピーク値を出力することになる。即ち、シンボル０の正しいシンボルタイミングでは
、相関器３０の相関値ＣＯＲ０がピーク値となる。そして、４クロック遅れて相関器３１

の相関値ＣＯＲ１がピーク値となる。同様に、正しいシンボルタイミングから、それぞれ
８，１２，１６，２０，２４，２８クロック遅れて、相関器３２～３７の相関値ＣＯＲ３
～ＣＯＲ７が、順次ピーク値となる。
【００４６】
　シンボル０の拡散符号に対して、相関器３３がピーク値を出力したということは、タイ
ミング信号ＴＩＭが正規のタイミングから１２クロック遅れていることを示している。従
って、現在のタイミング信号ＴＩＭを１２クロック分だけ早めることにより、正規のタイ
ミングに直すことができる。
【００４７】
　タイミング補正部１２では、復調データＤＥＭとして値３が与えられたことにより、タ
イミング信号ＴＩＭから２０（＝３２－４×３）クロック後に、信号Ｓ１２を出力する。
信号Ｓ１２はＯＲ１０を介してタイミング生成部８に与えられ、このタイミング生成部８
から直ちにタイミング信号ＴＩＭが出力される。即ち、このタイミング信号ＴＩＭは、従
来のタイミング信号ＴＩＭを基準にしたタイミングよりも１２クロック分、早められてい
る。
【００４８】
　復調部４では、タイミング信号ＴＩＭが与えられたときに、一番大きな相関値でかつ所
定の閾値を越えているものを判定し、その相関値に対応したシンボルの値を復調データＤ
ＥＭとして出力する。ここでは、タイミング信号ＴＩＭが正規のタイミングとなるように
補正されているので、復調データＤＥＭの値は０となる。
【００４９】
　復調データＤＥＭはタイミング補正部１２に与えられるが、タイミング補正部１２では
復調データＤＥＭの値が０であるので、同期捕捉が正しく行われたと判定して信号Ｓ１２
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を出力せずに、捕捉完了信号ＣＡＰを出力する。これにより、ＡＮＤ１３のゲートが開き
、復調器３から出力される復調データＤＥＭは、受信データＯＵＴとして、このＡＮＤ１
３から出力される。
【００５０】
　また、捕捉完了信号ＣＡＰによってＦＦ９がリセットされ、信号Ｓ９が“Ｌ”となって
タイミング補正部１２の動作は停止される。これにより、その後、０以外の復調データＤ
ＥＭが出力されても、タイミング信号ＴＩＭの補正は行われない。そして、復調データＤ
ＥＭは、ＡＮＤ１３から受信データＯＵＴとして出力される。
【００５１】
　なお、タイミング補正で正しいタイミングが得られなかった場合は、復調データＤＥＭ
が０とならないので、タイミング補正部１２によって再度のタイミング補正が行われる。
また、最初のプリアンブルが正常に検出された場合には、最初のタイミング信号ＴＩＭに
よって復調部４から０の復調データＤＥＭが出力されるので、タイミング補正を行うこと
なく同期捕捉が完了する。
【００５２】
　このように、本実施例の同期捕捉回路は、プリアンブル検出器５の検出信号ＤＥＴに基
づいてタイミング信号ＴＩＭを生成するタイミング生成部８と、このタイミング信号ＴＩ
Ｍに基づいて次のプリアンブル信号を復調し、その復調結果に従ってタイミング信号ＴＩ
Ｍのタイミングを補正するタイミング補正部１２を有している。これにより、プリアンブ
ル検出部５の閾値を高く設定することなく同期捕捉を行うことができるので、受信感度を
低下させずに誤りなく同期捕捉を行うことができるという利点がある。
【００５３】
　なお、本発明は、上記実施例に限定されず、種々の変形が可能である。この変形例とし
ては、例えば、次のようなものがある。
（１）　拡散符号は、図２のＩＥＥＥ８０２．１５．４規格で定義されたものに限定され
ない。ｍを巡回シフトするチップ数、ｎを拡散符号に対応するシンボル数として、任意の
ｍ×ｎチップの巡回シフト型の擬似ランダムパターンに適用できる。
（２）　プリアンブルのシンボルはシンボル０に限定されない。特定のシンボルを複数個
連続したものをプリアンブルとして使用するものであれば、同様に適用可能である。
（３）　相関器３ｉは、説明したマッチドフィルタ方式に限定されず、スライディング相
関器等を用いることができる。
（４）　クロック抽出部１によって入力信号ＩＮから拡散符号のチップ速度と同じ周波数
のクロック信号ＣＬＫを抽出し、このクロック信号ＣＬＫに基づいてタイミング補正を行
っているが、クロック抽出部を用いずに、入力信号ＩＮとは非同期の内部クロック信号Ｃ
ＫＩを使用することもできる。この場合、極性判定部２、各相関器３ｉ、プリアンブル検
出部５、タイミング生成部８及びタイミング補正部１２には、クロック信号ＣＬＫに代え
て、例えば、チップ速度の１６倍の周波数を有する内部クロック信号ＣＫＩを与える。
【００５４】
　これにより、入力信号ＩＮは極性判定部２でオーバーサンプリングされ、１チップ当た
り１６個のサンプリングデータとして相関器３０～３７に与えられる。各相関器３ｉでは
、１チップがそれぞれ１６ビットに拡張されて総計５１２ビットとなったサンプリングデ
ータと拡散符号との相関を取って相関値ＣＯＲｉを出力する。プリアンブル検出部５では
、相関値ＣＯＲ０が最大になったタイミングを検出して検出信号ＤＥＴを出力する。また
、タイミング生成部８では、内部クロック信号ＣＫＩの５１２クロック毎にタイミング信
号ＴＭを出力することになる。更に、タイミング補正部１２では、復調データＤＥＭの値
ｉに応じて、タイミング信号ＴＩＭから１６×（３２－４ｉ）クロック後に信号Ｓ１２を
出力することになる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の実施例を示すスペクトラム拡散信号の同期捕捉回路の構成図である。
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【図２】直接拡散方式のスペクトラム拡散通信で使用される拡散符号の一例を示す図であ
る。
【図３】従来のスペクトラム拡散信号の同期捕捉回路の構成図である。
【図４】図１の動作を示す信号波形図である。
【符号の説明】
【００５６】
　３　　相関器
　４　　復調部
　５　　プリアンブル検出部
　８　　タイミング生成部
　１２　　タイミング補正部

【図１】 【図２】

【図３】



(10) JP 4315886 B2 2009.8.19

【図４】



(11) JP 4315886 B2 2009.8.19

フロントページの続き

(56)参考文献  特許第２６５３４２１（ＪＰ，Ｂ２）　　
              特開２０００－１１５０２７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特許第２９１４３１２（ＪＰ，Ｂ２）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　　１／７０７　　　
              Ｈ０４Ｌ　　　７／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

